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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年２月21日に提出した有価証券届出書に記載、かつ、平成26年８月８日に提出いたしました第106期第１四半

期報告書及び平成27年９月11日に提出いたしました当該第１四半期報告書の訂正報告書で変更いたしました「手取金の

使途」の一部について、平成26年７月４日に変更が生じておりましたが、かかる変更の内容を平成26年11月13日に提出

いたしました第106期第２四半期報告書（自　平成26年７月１日　至　平成26年９月30日）に記載していなかったこと

から、これを記載すべく四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第３　提出会社の状況

１　株式等の状況

(5）発行済株式総数、資本金等の推移

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付しております。

 

第一部【企業情報】

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（訂正前）

年月日
発行済株式総数
増減数
（株）

発行済株式総数
残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年７月１日

～平成26年９月30日
－ 78,159,666 － 1,604,617 － 1,286,229

 

（訂正後）

年月日
発行済株式総数
増減数
（株）

発行済株式総数
残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年７月１日

～平成26年９月30日
－ 78,159,666 － 1,604,617 － 1,286,229

　（注）平成26年２月21日に提出した有価証券届出書に記載し、かつ、平成26年８月８日に提出いたしました第106期

第１四半期報告書及び平成27年９月11日に提出いたしました当該第１四半期報告書の訂正報告書で変更いたし

ました「手取金の使途」（以下「本件変更」といいます。）について下記のとおり変更が生じております。

 

（本件変更の内容）

＜変更前＞

　ライツ・オファリングにより調達した資金（資金発行諸費用を控除した調達資金総額1,659百万円）は、平

成25年１月に発行を決議した第12回新株予約権による調達額のうち株式会社ディーワンダーランド（以下「Ｄ

Ｗ」といいます。）株式の取得資金に充当予定であった約507百万円のうちの未使用額約357百万円（差額の

150百万円は、前回公開買付けの買付代金に充当しております）を公開買付けの買付代金約2,072百万円から控

除した金額（約1,715百万円）に約56百万円満たないものですが、調達資金総額1,659百万円は、平成26年７月

にて全額ＤＷ株式取得資金に充当いたします。なお、係る約56百万円については、当社の従前の手持ち資金か

ら充当する予定であります。

 

＜変更後＞

　当社は、ライツ・オファリングにより調達した資金（資金発行諸費用を控除した調達資金総額1,659百万

円）に係る資金使途としては、ＤＷ株式の100％取得を想定しておりました。しかし、ＤＷ株式の100％取得を

目指した公開買付けにおいて、ＤＷの株主のうち一部の方には応募頂けなかったため、上記調達資金総額

1,659百万円のうち、約10億円（以下、「本件未使用資金」といいます。）が本公開買付けの決済資金に充当

されないこととなりました。
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　そのため、当社は、平成26年７月４日開催の取締役会において、改めて本件未使用資金の資金使途について

検討し、その全額につき、当社とＤＷ間の資本・業務面を含む提携関係をさらに強化するための資本政策（具

体的方策は現在未定であり、ＤＷ株式の100％取得を目指すか否かも未定ですが、ＤＷ株式の追加取得、ＤＷ

の資本増強等への支援、ＤＷの自己株式取得資金の支援、ＤＷの完全子会社である株式会社大黒屋の資本増強

等への支援等の方策を含め、当社とＤＷ間の提携関係の強化に向けた最善の資本政策を今後さらに検討してま

いる所存です。なお、本件につきましては決定次第、あらためてお知らせいたします。）における活用への充

当を、本件未使用資金の資金使途とすることといたしました。
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